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鳥の声、水の音、雨の音、風の音。
びっき沼のほとりに佇む、山の中のカフェ

ココロとカラダが喜ぶ時間。

自然いっぱいの山に約100年も前から建っていた旧家を改装。

自家農園のブルーベリーと野菜、

そして地元で採れるものを主につかって、

心とからだに優しい自家製野菜のゆるベジランチや

素朴なお菓子をご用意しているカフェです。

雰囲気たっぷりの店内でいただくメニューのほか、
農産物やアンティークショップが集うマーケットイベントや、

思い出に残るウエディングなど、
人々で賑わう空caféだけの魅力的な催しを開催しています。

東北中央自動車道
福島大笹生ICよりフルーツライン→国道115号線を猪苗代方面へ約27分

東北自動車道
福島西ICより国道115号線を猪苗代方面へ約17分

びっき沼と周辺の山は私有地のため、山菜や植物採集はできません。
毎年雪が降る前にヨシを刈ったり草木の手入れをしたり等、景観作りを行っています。

ゴミは持ち帰りをお願い致します。

営業時間　11:00～16:00 (L.O) 
                  17:00まで
営業期間　4月上旬～11月中旬
定  休  日　水、木 （変更有り）

〒960-2157
福島県福島市土湯温泉町茂田1

空café
Tel.024-595-2515

HP https://www.soracafe2006.jp
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Instagram 〒960-2157
福島県福島市土湯温泉町字茂田1
https://www.soracafe2006.jp/bikki

びっき沼

Bikki-numa Guide

びっき沼＆空cafe



福島県福島市土湯温泉町にある「茂田沼」。
以前からこの沼にモリアオガエルが生息していました。
地元ではカエルのことを方言で「びっき」ということから

「びっき沼」といわれています。標高約600ｍ、全周約300ｍの沼で、
春夏秋冬それぞれの魅力的な自然を感じることができます。

豆知
識
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びっき沼とは湿地に自生する
ミズバショウの群生が
楽しめる春。

福島市指定天然記念物
モリアオガエルが
産卵のために集る初夏。

びっき沼の水芭蕉は日本一早く開花すると言われており、
３月下旬～4月中旬には水芭蕉の花が咲き誇ります。
4月中旬にカタクリ、リュウキンカ等が咲き始め、春の最後、
4月下旬はソメイヨシノです。

初夏にモリアオガエルが沼に戻ってきて、水面上にせり出した木の
枝などに卵塊を産みつけます。モリアオガエルのオスがメスを
誘い出すための「コロロッ」という低い鳴き声を聴くことができます。
びっき沼は標高が高く、夏でも30度を超えることは稀です。

味のある冬景色が幻想的な雰囲気を
醸し出し、ひっそりと時を過ごす冬。
11月中旬から雪が降り始め、びっき沼は白銀の世界に包まれ、
長い冬がやってきます。

びっき沼は９月中旬から
紅葉が始まり、11月上旬には
吾妻山が冠雪し、冬が訪れます。

紅葉が水面に映り、
美しさが心を満たす
びっき沼の秋。

モリアオガエルは鮮やかな黄緑色の体を
持ったアオガエル科のカエルで繁殖期の4月

から7月にかけては生息地付近の湖沼や湿
地に集まり、水面上にせり出した木の枝などに

卵塊を産みつけます。オタマジャクシ
は1ヶ月ほどかけて前後の足が

生えてカエルの姿になり上陸
し、しばらくは水辺で生活します

が、やがて森林で生活を始めます。
その後2～3年で繁殖のために生息地
付近の湖沼や湿地に戻ってきます。

日本では古来より歌や俳句に登場し、人びとの生活に密着してきました。水芭蕉の
大きな特徴は花の形状です。一枚の白い花びらのように見える箇所は、「仏炎苞

（ぶつえんぼう）」と呼ばれる、葉 が変化したものです。仏炎苞に包まれた黄色い
円柱部分が花で、「花序（かじょ）」と呼ばれます。 自然界で自生している水芭蕉は
絶滅危惧種に指定されています。

What is Bikki-numa


